






奄美の農業・水産業・畜産業は、あたたかく雨の多い自然の中で行われています。
この自然は、野菜などの農作物や海のめぐみである魚、そして、家畜を育てて
くれる一方で、台風や大雨など、自然と向き合わなければいけないという厳し
い一面もあります。

生産量や経営体数といった数字の変化は、単なる統計ではなく、島の営みが
転換期を迎えていることを示しています。

いま、奄美の食と農は、これまで積み重ねてきた価値を次へどうつなぐかが
問われています。

農の現状

奄美市の農業・水産業・畜産業は、私たちの毎日の食を支える大切なしごとで
すが、いくつかの共通した課題があります。

私たちの食卓は豊かで選択肢が広がっています。島の食材が並ぶこともあれ
ば、島の外から届いた食材が並ぶこともあります。しかし、その中で島の食や農
とのかかわり方は、少しずつ変わってきているのかもしれません。

自然のめぐみがある一方で、安定して一次産業を続けることが難しい側面があります。

生産現場から見える課題

日々のくらしから見える変化

食と農の現状と課題

農家人口（世帯数員） 主要作物の粗生産額

漁業経営体数 漁獲量

①台風や大雨、海の状況の変化など、自然の影響を受けやすいこと

高齢化が進み、しごとの大変さや将来の不安から次を担う人が少なくなっています。
②しごとをする人が減ってきていること

昔はもっと身近だった農業や漁業も、今は誰が何をしているのか分かりにくく、しごとの大変さ
ややりがいも見えにくくなっています。

①一次産業が身近に感じられないこと

「地元のものをもっと食べたい」「どこで買えるか分からない」「どう使えばいいか分からない」
といった声があります。

②地元の食べものを知り、手に入れ、日常で使うことがむずかしいこと

「応援したいけれど、自分に何ができるか分からない」と感じる市民が多く、学んだり体験した
りする機会が限られています。

③一次産業に関わる入口が少ないこと

子どもや若い世代に、島の食や農の大切さ、自然や文化の価値を伝える機会が減っています。

④次世代への知識や誇りの継承が弱まっていること

天候や価格の変動、離島が故の輸送コストの負担などがあります。

③収入が安定しにくいこと

食べものがどのようにつくられ、誰が関わっているのかを知る機会が減っています。

④しごとの大切さや魅力が見えにくくなっていること

こうした変化を踏まえ、これからの奄美の食と農のあり方をくらしの視点から見つめ直します。

02

H17 H22 H27 R2

1,800

1,200

600

0

1,602
1,473

1,177 889

H20 H25 H30 R5

160

120

80

40

0

158
154

134 147

H20 H25 H30 R5

200

150

100

50

0

192 176
159

165

H20 H25 H30 R5

500

400

300

100

200

0

474

289 300
266

02

（人） （千万円）

（経営体） （t）


























	★総合戦略_完成版.pdf
	02
	★総合戦略_完成版

